
JP 2009-16366 A 2009.1.22

10

(57)【要約】
【課題】　本発明は、光源として複数個のＬＥＤ素子を
使用して、所望の配光パターンを得るようにした、前照
灯，補助前照灯等に適した車両前照灯を提供することを
目的とする。
【解決手段】　光源としてＬＥＤを用いる光源モジュー
ル３２と、上記光源モジュール３２の発光面近傍を第一
焦点とし当該光源モジュール３２の光を第二焦点に反射
するリフレクタ３３ａと、上記リフレクタ３３ａの第二
焦点近傍に光源側焦点を有し当該リフレクタ３３ａの反
射光を投影する投影レンズ３３ｂと、上記光源側焦点近
傍に端縁が位置するように投影レンズ３３ｂの光軸に沿
って設けられる遮光部材３３ｃと、を備える照明部３１
を有し、上記発光面が、後方に向かって傾斜しているこ
とを特徴とする、車両前照灯１０を構成する。
【選択図】 　図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源としてＬＥＤを用いる光源モジュールと、
　上記光源モジュールの発光面近傍を第一焦点とし当該光源モジュールの光を第二焦点に
反射するリフレクタと、
　上記リフレクタの第二焦点近傍に光源側焦点を有し当該リフレクタの反射光を投影する
投影レンズと、
　上記光源側焦点近傍に端縁が位置するように投影レンズの光軸に沿って設けられる遮光
部材と、を備える照明部を有し、
　上記発光面が、
　後方に向かって傾斜していることを特徴とする、車両前照灯。
【請求項２】
　上記照明部を含む複数の照明部により構成されることを特徴とする、請求項１に記載の
車両前照灯。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源として複数個のＬＥＤ素子を利用した前照灯，補助前照灯等の車両前照
灯に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、白色ＬＥＤの高出力化，高輝度化に伴って、車両前照灯用の光源として白色ＬＥ
Ｄを利用することが検討されてきており、ＬＥＤを使用することによる非交換光源化，消
費電力の低減そして灯具自体の小型化等の利点が期待されている。
　しかしながら、白色ＬＥＤの高出力化とはいっても、一つのＬＥＤ光源では、従来のハ
ロゲン電球やＨＩＤ等の放電灯を利用した光源と比較して、光束や輝度が共に低く、現状
ではハロゲン電球の約２０分の１，ＨＩＤの約６０分の１程度の光束である。そして、将
来的にもＬＥＤがＨＩＤと同等の光束や輝度に達することは困難であると考えられること
から、車両前照灯の光源としてＬＥＤを使用するためには、複数個のＬＥＤを利用した光
学系により車両前照灯を構成する必要がある。
【０００３】
　そして、このような車両前照灯としては、例えば図２５～図２７に示す車両前照灯が開
示されている。
　まず、図２５に示す車両前照灯１は、前方に向かって凹状の基板表面に、複数個のＬＥ
Ｄ２ａを並べて実装した光源モジュール２と、光源モジュール２の前方に配置された投影
レンズ３と、投影レンズ３の光源側の焦点位置Ｆ付近に配置された遮光部材４と、から構
成されている。
【０００４】
　上記光源モジュール２の各ＬＥＤ２ａは、それぞれその光軸が投影レンズ３の焦点位置
Ｆに向いて配置されており、それぞれ図示しない駆動部から駆動電流が供給されることに
より、発光するようになっている。
　上記投影レンズ３は、凸レンズから構成されており、光源モジュール２の各ＬＥＤ２ａ
から出射する光を、前方に向かって集束して照射するようになっている。
上記遮光部材４は、すれ違いビームの配光パターンとなるようなカットオフを形成するよ
うに、その端縁４ａが形成されている。
【０００５】
　このような構成の車両前照灯１によれば、光源モジュール２の各ＬＥＤ２ａが駆動電流
を供給されることにより発光し、各ＬＥＤ２ａから出射した光が、それぞれ投影レンズ３
の焦点位置Ｆに向かって進んで、投影レンズ３により集束され前方に向かって照射される
。
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　その際、上記光は、遮光部材４によりカットオフを形成されることにより、図２６に示
すように、所謂すれ違いビームの配光パターンＬの範囲で、前方に向かって照射されるこ
とになる。これにより、対向車や歩行者に対して眩惑光を与えないようになっている。
【０００６】
　また、図２７に示す車両前照灯５は、前方に延びる中心軸の周りに環状に配置された複
数個のＬＥＤ６ａから成る光源モジュール６と、光源モジュール６からの光を前方に向か
って反射させるリフレクタ７と、リフレクタ３からの反射光を集束させる投影レンズ３と
、すれ違い配光のためのカットオフを形成する遮光部材４と、から構成されている。
【０００７】
　上記光源モジュール６の各ＬＥＤ６ａは、図２７（Ｂ）に示すように、それぞれ光軸が
中心軸から半径方向外側に向かって延びるように配置されている。
　上記リフレクタ７は、例えば回転楕円面から構成されており、その第一の焦点位置付近
に光源モジュール６の各ＬＥＤ６ａが配置されていると共に、その第二の焦点位置が投影
レンズ３の光源側の焦点位置付近に位置するようになっている。
【０００８】
　このような構成の車両前照灯５によれば、光源モジュール６の各ＬＥＤ６ａが駆動電流
を供給されることにより発光し、各ＬＥＤ６ａから出射した光が、それぞれリフレクタ７
で反射されて、リフレクタ７の第二の焦点即ち投影レンズ３の焦点位置Ｆに向かって進ん
で、投影レンズ３により集束されて、前方に向かって照射される。
　その際、上記光は、遮光部材４によりカットオフを形成されることにより、図２６に示
すように、所謂すれ違いビームの配光パターンＬの範囲で、前方に向かって照射されるこ
とになる。これにより、対向車や歩行者に対して眩惑光を与えないようになっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、このような構成の車両前照灯１においては、何れもハロゲン電球や放電
灯を前提とした光学系から構成されていることから、光源としてＬＥＤを使用するには適
しておらず、所望の配光パターンを形成することが困難であった。このため、個々のＬＥ
Ｄから出射する光を効率良く利用して前方に向かって照射することができない。
【００１０】
　さらに、図２６に示すように、前照灯のすれ違いビームにおいては、中心方向即ち所謂
ＨＶ付近においては、例えば６０００ｃｄ乃至２００００ｃｄ程度の光度が必要である。
　これに対して、光を投影レンズによって集束させる光学系においては、光度値は投影レ
ンズの焦点位置付近での光の密度（光束発散度）と灯具面積に比例する関係にある。従っ
て、ハロゲン電球やＨＩＤ等の放電灯と比較して輝度が著しく低いＬＥＤを光源として使
用する場合、リフレクタや投影レンズを利用する前述した従来の光学系により上述した光
度を得るためには、光学系の大きさが非常に大きくなってしまう。
【００１１】
　特に、図２５に示した車両前照灯１の場合、光源モジュール２の各ＬＥＤ２ａと投影レ
ンズ３の焦点位置Ｆとの距離が大きくなるにつれて焦点位置Ｆ付近における光の密度が疎
になってしまうので、高い光度を得ることができなくなってしまう。逆に、光源モジュー
ル２と焦点位置Ｆを近づけると、光源モジュール２上に集積できるＬＥＤ２ａの個数が少
なくなってしまう。このようにして、車両前照灯１においては、何れの場合にも、所望の
光度を得ることは困難である。
【００１２】
　また、図２７に示した車両用前照灯５の場合、リフレクタ７によって光源モジュール６
の各ＬＥＤ６ａが拡大投影されることになってしまい、同様にして所望の光度を得ること
は困難である。
【００１３】
　これに対して、例えば図２８に示すような車両前照灯８も考えられる。
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　図２８において、車両前照灯８は、縦横にマトリックス状に配置された複数個のＬＥＤ
９ａに対して、それぞれリフレクタ９ｂ，投影レンズ９ｃ及び遮光部材９ｄを設けて、各
ＬＥＤ９ａ毎に対応するリフレクタ９ｂ及び投影レンズ９ｃにより、各ＬＥＤ９ａの像を
前方に向かって投影するように構成されている。
　しかしながら、このような構成の車両前照灯８においては、リフレクタ９ｂ及び投影レ
ンズ９ｃによる光学系が、車両前照灯５の場合と同様に、ハロゲン電球や放電灯を前提と
した構成であることから、同様に光源としてＬＥＤを使用するには適していない。
【００１４】
　さらに、上述した各車両前照灯１，５，８においては、対向車の運転者を幻惑しないよ
うに、道路の一側（左側通行の場合には、左側）をより明るく照射するようなすれ違いビ
ームの配光パターンを画成するために、遮光部材４，９ｄを備えており、この遮光部材４
，９ｄにより不要な光を遮断することにより、上述したすれ違いビームの配光パターンを
得るようにしている。 その際、すれ違いビームの配光パターンに対してカットオフを形
成するためには、各ＬＥＤ２ａ，６ａ，９ａの光軸付近の最も輝度が高い部分で遮光部材
４，９ｄによりカットオフを形成する必要がある。従って、各ＬＥＤ２ａ，６ａ，９ａか
らの発光光量のうち、例えば約４０％近い光量が、遮光部材４，９ｄにより遮断され、損
失光となってしまうことから、ＬＥＤの面発光という光学的特徴を生かすことができず、
光の利用効率が非常に低くなってしまう。
【００１５】
　これに対して、遮光部材４，９ｄを使用せずに、リフレクタ７，９ｂのみによって配光
パターンの制御を行なうようにすれば、損失は最低限に抑制され得るので、光の利用効率
は約７０％程度まで高めることができるが、個々のＬＥＤの輝度が低いことから、Ｈ線（
水平線）やエルボライン（斜め１５度の傾斜線）における明暗境界線での十分なコントラ
ストを得ることが困難になってしまう。
【００１６】
　本発明は、以上の点から、光源として複数個のＬＥＤ素子を使用して、所望の配光パタ
ーンを得るようにした、前照灯，補助前照灯等に適した車両前照灯を提供することを目的
としている。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的は、本発明によれば、光源としてＬＥＤを用いる光源モジュールと、上記光源
モジュールの発光面近傍を第一焦点とし当該光源モジュールの光を第二焦点に反射するリ
フレクタと、上記リフレクタの第二焦点近傍に光源側焦点を有し当該リフレクタの反射光
を投影する投影レンズと、上記光源側焦点近傍に端縁が位置するように投影レンズの光軸
に沿って設けられる遮光部材と、を備える照明部を有し、上記発光面が、後方に向かって
傾斜していることを特徴とする、車両前照灯により、達成される。
【００１８】
　また、本発明は、上記照明部を含む複数の照明部により構成されることを特徴としても
よい。
【発明の効果】
【００１９】
　上記構成により、本発明は、遮光部材の端縁が前端にてカットオフを形成する。これに
より、本発明は、遮光部材の表面の一部に入射する光が、反射されて、前方に向かって照
射されることにより、光の利用効率を５０％以上に高めることができる。
【００２０】
　その際、発光部が後方に向かって僅かに傾斜して配置されることにより、カットオフラ
インにおけるコントラストをより高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、この発明の好適な実施形態を図１乃至図２４を参照しながら、詳細に説明する。
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尚、以下に述べる実施形態は、本発明の好適な具体例であるから、技術的に好ましい種々
の限定が付されているが、本発明の範囲は、以下の説明において特に本発明を限定する旨
の記載がない限り、これらの態様に限られるものではない。
【実施例１】
【００２２】
　図１は、本発明による車両前照灯の第一の実施形態の構成を示している。 図１におい
て、車両前照灯１０は、三組の照明部１１，２１，３１から構成されている。
【００２３】
　第一組の照明部１１は、所謂すれ違いビームの配光パターンのうち、エルボライン等の
明暗境界線を含む最大光度である集光域に対して光を照射するように構成されている。
　また、第二組の照明部２１は、上記配光パターンのうち、エルボラインの必要のない広
い範囲の領域である拡散域に対して光を照射するようになっている。
　さらに、第三組の照明部３１は、上記配光パターンのうち、上記集光域と拡散域の配光
のコントラストを円滑に接続するように、その間の中間域に対して光を照射するようにな
っている。
【００２４】
　まず、集光域のための第一組の照明部１１について説明する。
　第一組の照明部１１は、図２に示すように、光源モジュール１２及び光学系１３から構
成されている。
　光源モジュール１２は、図３に示すように、ＬＥＤチップを蛍光体により包囲したＬＥ
Ｄから成る発光部１２ａを備えており、例えば樹脂製のレンズハウス１２ｂによりパッケ
ージ化されている。上記発光部１２ａは、外部からリード１２ｃを介して給電されること
により、ＬＥＤチップから出射した光が蛍光体に当たり、ＬＥＤチップからの光と蛍光体
による励起光の混色光が外部に出射するようになっている。
【００２５】
　上記光源モジュール１２は、さらに発光部１２ａの前方にレンズ１２ｄ及び遮光部材１
２ｅを備えており、発光部１２ａからの光を、遮光部材１２ｅにより光を切り取りカット
オフを形成しており、水平ライン及び凸レンズ（投影レンズ）を用いて投影するだけです
れ違いビームの配光パターンの特徴である中心から例えば１５度で斜め上に延びるエルボ
ラインを成立するようになっている。
【００２６】
　上記光学系１３は、凸レンズから成る投影レンズであって、図２に示すように、光源モ
ジュール１２の中心軸上に光軸が一致するように、そしてその光源側の焦点位置が光源モ
ジュール１２の発光部１２ａ手前の遮光部材１２ｅ付近に位置するように、配置されてい
る。
　これにより、光源モジュール１２の各ＬＥＤ１２ａからの光が光学系１３により前方に
向かって集光されることにより、図２にて符号Ｌａで示す配光パターン領域（集光域）を
形成するようになっている。
【００２７】
　ここで、光学系１３は、集光光学系であることから、他の構成の集光光学系も使用する
ことが可能ではあるが、配光パターンにおける集光域での最大光度値は、二次光学系即ち
光学系１３の焦点位置付近における輝度と、光学系１３の面積に比例することから、光源
モジュール１２の発光部１２ａを投影レンズによって直接に集光域に向かって投影する図
２に示した構成が、最も効率良く最大輝度を得ることができる。
【００２８】
　これに対して、光源モジュールのレンズ外面付近に配置された遮光部材１２ｅ付近に投
影レンズの焦点位置を配置した場合には、輝度が大幅に低下することになるので、最大光
度値も大幅に低下してしまう。
　また、リレーレンズを使用して、発光部１２ａの像を遮光部材１２ｅ付近に結像させて
、この像を投影レンズにより集光域に向かって投影するような構成の光学系の場合には、
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光学系が複雑になって、部品コスト及び組立コストが高くなり、さらに車両前照灯全体の
奥行きが大きくなってしまうと共に、焦点位置における発光部１２ａの像の輝度が低下す
ることになり、集光域における最大光度値も同様に低下してしまう。
【００２９】
　ここで、上記第一組の照明部１１は、配光パターンの集光域にて任意の輝度分布を付与
することは困難である。このため、図４に示すように、複数個（図示の場合、４個）の第
一組の照明部１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄを設けて、光源モジュール１２ａ'，１２
ｂ'，１２ｃ'，１２ｄ'からの光Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，Ｌ４を、それぞれ互いに異なる焦点
距離の光学系１３ａ，１３ｂ，１３ｃ，１３ｄにより前方に向かって投影することにより
、図５に示すように、各照明部１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ毎に照射範囲を適宜に重
ねて設定することにより、全体として輝度分布即ちグラデーションを有する配光特性を備
えることができる。
【００３０】
　次に、拡散域のための第二組の照明部２１について説明する。
第二組の照明部２１は、図６に示すように、光源モジュール２２及び光学系２３から構成
されている。
　光源モジュール２２は、ＬＥＤによる例えば長方形等の一つ以上の直線的な稜線のある
発光形状、例えば図７に示すように長方形の発光部２２ａを備えている。
【００３１】
　また、光学系２３は、この場合、前方に向かって凹状の例えば回転放物面や回転楕円面
などの組み合わせから成るリフレクタから構成されており、光源モジュール２２の軸に対
向して、その焦点位置が光源モジュール２２の発光部２２ａ付近に位置するように、配置
されている。
　これにより、光源モジュール２２の発光部２２ａからの光が、光学系２３により反射さ
れ、図６にて符号Ｌｂで示す配光パターン領域（拡散域）を形成するようになっている。
【００３２】
　この場合、光源モジュール２２が面発光であり、ランバーシアン指向特性を備えている
利点を生かして、光源モジュール２２の発光部２２ａから出射する光の利用効率は、約７
０％以上になると共に、リフレクタの形状を適宜に選択することにより、所望の配光パタ
ーンを形成することができる。
　その際、光源モジュール２２の発光部２２ａの直線的な稜線を水平方向に配置して、光
学系２３により前方に向かって投影することにより、この稜線を配光パターンの水平ライ
ンのカットオフ形成に利用することができる。
【００３３】
　さらに、上記第二組の照明部２１は、好ましくは上記光学系２３を構成するリフレクタ
が、複数の反射面に分割されたマルチリフレクタとして構成され、個々の反射面が適宜に
形成されることによって、光源モジュール２２の発光部２２ａを図８に示すように、投影
する。この場合、反射する位置により発光部２２ａの投影像は回転して投影される。
　これにより、配光パターンの拡散域は、各反射面による発光部２２ａの投影像が互いに
重ね合わせられることによって、図９に示すように、光度分布即ちグラデーションを有す
る配光特性を備えることができる。
【００３４】
　尚、光源モジュール２２の発光部２２ａは、長方形に限らず、図１０に示すように、ほ
ぼ半円形状の外形を有するように形成されていてもよく、また図１１に示すように、複数
個のＬＥＤチップを一方向に並べて配置するようにしてもよい。
【００３５】
　最後に、中間域のための第三組の照明部３１について説明する。
第三組の照明部３１は、図１２に示すように、光源モジュール３２及び光学系３３から構
成されている。
　光源モジュール３２は、図２における光源モジュール１２から遮光部材１２ｅを除いた
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構成であって、発光部１２ａの表面が、光学系３３の光軸に沿って配置されている。
尚、この場合、光源モジュール３２の発光部３２ａの形状は、制約がないが、光学系３３
の投影レンズ３３ｂへの入射効率を高め、更に光学系サイズを小型化するためには、発光
部３２ａはできるだけ小さく、輝度が高いものが好ましい。
【００３６】
　光学系３３は、リフレクタ３３ａ，投影レンズ３３ｂ及び遮光部材３３ｃから構成され
ている。
　ここで、リフレクタ３３ａは例えば回転楕円面から構成されており、一方の焦点位置が
光源モジュール３２の発光部３２ａの中心付近に、他方の焦点位置が前方にて光学系３３
の光軸上に位置するように配置されている。
　投影レンズ３３ｂは、凸レンズであって、その光源側の焦点位置が、リフレクタ３３ａ
の前側の焦点位置付近に位置するように配置されている。
　さらに、上記遮光部材３３ｃは、投影レンズ３３ｂの光源側の焦点位置付近に配置され
ており、その端縁３３ｄが上端にてカットオフを形成するようになっている。
【００３７】
　尚、上述した構成では、発光部３２ａが上向きに配置されており、リフレクタ３３ａが
上半分のみに配置されているが、これに限らず、図１３に示すように、上記発光部３２ａ
に加えて、下向きの発光部３２ａ'を備えると共に、リフレクタ３２ａと上下に対した、
下半分のリフレクタ３３ａ'を備えるようにしてもよい。
【００３８】
　また、図１４に示すように、遮光部材３３ｃを光軸に沿って配置して、その端縁３３ｄ
が前端にてカットオフを形成するようにしてもよい。これにより、遮光部材３３ｄの表面
の一部に入射する光が、反射されて、前方に向かって照射されることにより、光の利用効
率を５０％以上に高めることができる。
【００３９】
　その際、図１５に示すように、カットオフラインにおけるコントラストをより高めるた
めに、発光部３２ａが後方に向かって僅かに傾斜して配置されていてもよい。
　尚、図１６における光学系ではＬＥＤ光源が面発光であり、反射面はレンズ中心より上
方もしくは下方にしか存在しない場合、投影レンズ３３ｂの中心より下面もしくは上面に
しか光が入射しなくなるため、投影レンズ３３ｂの上方半分もしくは下方半分をカットす
ることにより、上下方向に関して小型化を図ることができると共に、より高光度の配向パ
ターンを得るために、複数個の照明部３１を上下方向に重ねて配置する場合に、上下方向
により密接して配置することが可能になる。
【００４０】
　本発明実施形態による車両前照灯１０は、以上のように構成されており、各照明部１１
，２１，３１の光源モジュール１２，２２，３２がそれぞれ給電されることにより発光す
る。
これにより、光源モジュール１２の発光部１２ａから出射した光は、遮光部材１２ｅによ
りカットオフを形成され、光学系１３の投影レンズにより集光されて、前方に向かって照
射され、配光パターンの集光域Ｌａを形成する。
　また、光源モジュール２２の発光部２２ａから出射した光は、光学系２３のリフレクタ
により反射されることにより、前方に向かって照射され、配光パターンの拡散域Ｌｂを形
成する。
　さらに、光源モジュール３２の発光部３２ａから出射した光は、光学系３３のリフレク
タ３３ａにより反射され、さらに投影レンズ３３ｂにより集束されると共に、遮光部材３
３ｃによりカットオフを形成されて、前方に向かって照射され、配光パターンの集光域Ｌ
ａと拡散域Ｌｂの間の中間域を形成する。
【００４１】
　これにより、各照明部１１，２１，３１からの照射光が互いに重なりあって、前方に向
かって所謂すれ違いビームの配光パターンが形成され得ることになる。 その際、配光パ
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ターンの複数の領域、即ち集光域，拡散域及びその間の中間域が、それぞれ第一組の照明
部１１，第二組の照明部２１及び第三組の照明部３１によって形成されることになる。こ
こで、各照明部１１，２１，３１がそれぞれ対応する領域に最適化して構成されているの
で、各領域そして配光パターン全体が所望の光度分布で、そして最大光度にて形成される
ことになる。
【００４２】
　このようにして、本発明による車両前照灯１０によれば、光源として複数個のＬＥＤを
使用して、所望の配光パターン、例えば所謂すれ違いビームの配光パターンを得ることが
できる。
【実施例２】
【００４３】
　図１７は、本発明による車両前照灯の第二の実施形態の構成を示している。
　図１７において、車両前照灯４０は、前述した車両前照灯１０の具体的な実施形態であ
って、図１に示した車両前照灯１０と同様に、三組の照明部４１，５１，６１から構成さ
れている。
【００４４】
　この場合、集光域に対応する第一組の照明部４１は、図１に示した車両前照灯の第一組
の照明部１１とほぼ同様に構成されており、左８度から右８度までの範囲に対して光を照
射するようになっている。
　また、拡散域に対応する第二組の照明部５１は、図１に示した車両前照灯の第二組の照
明部２１とほぼ同様に構成されており、左５０度から右５０度までの範囲に対して光を照
射するようになっている。
　さらに、中間域に対応する第三組の照明部６１は、図１に示した車両前照灯の第三組の
照明部３１とほぼ同様に構成されており、左２０度から右２０度までの範囲に対して光を
照射するようになっている。
　尚、各領域、即ち集光域，中間域及び拡散域に対する配光割合（光束割合）は、好まし
くは１：２：４となるように設定されている。
【００４５】
　上記第一組の照明部４１は、図１８に示すように、複数個（図示の場合、４個）の光源
モジュール４２ａ，４２ｂ，４２ｃ，４２ｄと、それぞれ対応する投影レンズ４３ａ，４
３ｂ，４３ｃ，４３ｄと、から構成されている。 各光源モジュール４２ａ，４２ｂ，４
２ｃ，４２ｄは、それぞれ車両前照灯１０の第一組の照明部１１における光源モジュール
１２と同様に構成されている。
　また、各投影レンズ４３ａ，４３ｂ，４３ｃ，４３ｄは、図４に示す構成と同様にして
、互いに異なる焦点距離を有している。
　そして、各投影レンズ４３ａ，４３ｂ，４３ｃ，４３ｄの焦点距離を適宜に選定するこ
とによって、スクリーン上における光度及び投影サイズが得られるようになっている。
【００４６】
　上記第二組の照明部５１は、図１９に示すように、複数個（図示の場合、２個）の光源
モジュール５２ａ，５２ｂと、それぞれ対応するリフレクタ５３ａ，５３ｂと、から構成
されている。
　各光源モジュール５２ａ，５２ｂは、それぞれ車両前照灯１０の第二組の照明部２１に
おける光源モジュール２２と同様に構成されており、左右方向に背中合わせに配置されて
いる。
　ここで、各光源モジュール５２ａ，５２ｂの発光部は、例えば長方形のような一つ以上
の直線的な稜線を備えており、この稜線は、従来のハロゲン電球のフィラメントやＨＩＤ
のアーク電極形状より長く、例えばフィラメントの二倍の長さを有していることが望まし
い。特に、図１１に示すように、所謂マルチチップタイプの複数個のＬＥＤチップを一つ
のパッケージ内に直線的に配置した光源パッケージを使用することにより、光源パッケー
ジ自体の光束を増大させることができると共に、車両前照灯全体を小型に構成することが
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可能である。
【００４７】
　また、各リフレクタ５３ａ，５３ｂは、それぞれ車両前照灯１０の第二組の照明部２１
におけるリフレクタ２３と同様に構成されており、左右方向に拡るように配置されている
。
　これにより、上記光源モジュール５２ａ，５２ｂの発光部が比較的長い直線的な稜線を
有していても、リフレクタ５３ａ，５３ｂの形状に基づいて、発光部の投影像位置を任意
にコントロールすることが可能であり、発光部からの光束の７０％以上を前方に向かって
照射することができる。
【００４８】
　上記第三組の照明部６１は、図２０に示すように、複数個（図示の場合、３個）の光源
モジュール６２ａ，６２ｂ，６２ｃと、それぞれ対応するリフレクタ６３ａ，６３ｂ，６
３ｃと、一つの投影レンズ６４と、遮光部材６５と、から構成されている。
　各光源モジュール６２ａ，６２ｂ，６２ｃは、それぞれ車両前照灯１０の第三組の照明
部３１における光源モジュール３２と同様に構成されていると共に、中心軸の周りに等角
度間隔で配置されている。
　ここで、各光源モジュール６２ａ，６２ｂ，６２ｃの発光部は、できるだけ小さく、例
えば従来のハロゲン電球のフィラメントやＨＩＤのアーク電極形状より小さく選定されて
いることが望ましい。
【００４９】
　また、各リフレクタ６３ａ，６３ｂ，６３ｃは、それぞれ車両前照灯１０の第三組の照
明部３１におけるリフレクタ３３ａと同様に構成されており、各光源モジュール６２ａ，
６２ｂ，６２ｃに対応して、光軸の上方及び両側に配置されている。
【００５０】
　さらに、投影レンズ６４は、それぞれ車両前照灯１０の第三組の照明部３１における投
影レンズ３３ｂと同様に構成されており、光軸上に一つだけ配置されている。
　また、遮光部材６５は、それぞれ車両前照灯１０の第三組の照明部３１における遮光部
材３３ｃと同様に構成されており、投影レンズ６４の光源側の焦点位置付近に配置されて
いる。
【００５１】
　尚、直線的な発光部を備える光源モジュールを使用する場合、左右方向に拡る配光パタ
ーンを形成するためには、光軸より上方に位置するリフレクタに対応する光源モジュール
は、その発光部の長手方向を光軸に対して垂直に配置することが望ましい。また、光軸の
側方に位置するリフレクタに対応する光源モジュールは、その発光部の長手方向を光軸に
対して平行に配置することが望ましい。これにより、リフレクタによる発光部の投影像が
、水平方向に長く延びることになり、配光パターンをより容易に形成することができる。
【００５２】
　このような構成の車両前照灯４０によれば、第一の照明部４１は、図２１に示すように
、集光域に対して光Ｌａを照射し、第二の照明部５１は、図２２に示すように、拡散域に
対して光Ｌｂを照射すると共に、第三の照明部６１は、図２３に示すように、集光域と拡
散域の間の中間域に対して光Ｌｃを照射する。
　そして、各照明部４１，５１，６１による配光パターンＬａ，Ｌｂ，Ｌｃを重ね合わせ
ることにより、図２４に示すように、すれ違いビームに適した配光パターンＬを形成する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　上述した実施形態においては、車両前照灯１０，４０は、それぞれ集光域，拡散域及び
中間域に対応する照明部１１，２１，３１または４１，５１，６１を備えているが、これ
に限らず、中間域に対応する照明部３１，６１が省略されていてもよい。また、これらの
照明部に対して、例えばデータイムランニングランプ，コーナリングランプの補助灯や、
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フォグランプ灯の補助前照灯または所謂ＡＦＳランプの機能を実現する配光パターンを備
える照明部を追加し、あるいは配光パターンをより多くの領域に分割して、分割領域に対
して新たな照明部を追加することによって、多機能の配光パターンを一つの車両前照灯に
より形成することが可能になる。
　その際、新たに追加する照明部を着脱可能に構成しておくことにより、当該照明部をオ
プションにより任意に追加したり、外したりすることができる。
【００５４】
　さらに、上述した実施形態においては、すれ違いビーム用の配光特性として、左側通行
の場合に限定して、自動車の前方に向かって右側に関して、対向車に幻惑光を与えないよ
うに、遮光板１２ｅ，３３ｃ，６５の端縁が形成されているが、これに限らず、右側通行
の場合には、車両前照灯において、遮光板の端縁の配置が左右逆転されることにより、同
様の効果が得られることになる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明による車両前照灯の第一の実施形態の構成を示す概略図である。
【図２】図１の車両前照灯における第一組の照明部の構成を示す概略斜視図である。
【図３】図２の第一組の照明部における光源モジュールの構成を示す拡大斜視図である。
【図４】図２の第一組の照明部の変形例の構成を示す概略側面図である。
【図５】図４に示した第一組の照明部による配光パターンを示すグラフである。
【図６】図１の車両前照灯における第二組の照明部の構成を示す概略斜視図である。
【図７】図６の第二組の照明部における光源モジュールの発光部の形状の一例を示す概略
図である。
【図８】図６の第二組の照明部における光源投影像を示す概略図である。
【図９】図６の第二組の照明部による配光パターンを示すグラフである。
【図１０】図６の第二組の照明部における光源モジュールの発光部の形状の他の例を示す
概略図である。
【図１１】図６の第二組の照明部における光源モジュールの発光部の形状のさらに他の例
を示す概略斜視図である。
【図１２】図１の車両前照灯における第三組の照明部の構成の一例を示す概略側面図であ
る。
【図１３】図１の車両前照灯における第三組の照明部の構成の他の例を示す概略側面図で
ある。
【図１４】図１の車両前照灯における第三組の照明部の構成のさらに他の例を示す概略側
面図である。
【図１５】図１２の第三組の照明部の変形例を示す概略側面図である。
【図１６】図１２の第三組の照明部の他の変形例を示す概略側面図である。
【図１７】本発明による車両前照灯の第二の実施形態の構成を示す概略図である。
【図１８】図１７の車両前照灯における第一組の照明部の構成を示す概略斜視図である。
【図１９】図１７の車両前照灯における第二組の照明部の構成を示す概略斜視図である。
【図２０】図１７の車両前照灯における第三組の照明部の構成を示す概略斜視図である。
【図２１】図１８の第一組の照明部による配光パターンを示すグラフである。
【図２２】図１９の第二組の照明部による配光パターンを示すグラフである。
【図２３】図２０の第三組の照明部による配光パターンを示すグラフである。
【図２４】図１７の車両前照灯による配光パターンを示すグラフである。
【図２５】従来の車両前照灯の一例の構成を示す概略側面図である。
【図２６】すれ違いビームの配光パターンを概略的に示すグラフである。
【図２７】従来の車両前照灯の他の例の構成を示す概略側面図である。
【図２８】従来の車両前照灯のさらに他の例の構成を示す概略側面図である。
【符号の説明】
【００５６】
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１０ 車両前照灯
１１ 第一組の照明部
１２ 光源モジュール
１２ａ 発光部（ＬＥＤ）
１２ｅ 遮光部材
１３ 光学系（投影レンズ）
２１ 第二組の照明部
２２ 光源モジュール
２２ａ 発光部（ＬＥＤ）
２３ 光学系（リフレクタ）
３１ 第三組の照明部
３２ 光源モジュール
３２ａ，３２ａ' 発光部（ＬＥＤ）
３３ 光学系
３３ａ，３３ａ' リフレクタ
３３ｂ 投影レンズ
３３ｃ 遮光部材
４０ 車両前照灯
４１ 第一組の照明部
４２ａ，４２ｂ，４２ｃ，４２ｄ 光源モジュール
４３ａ，４３ｂ，４３ｃ，４３ｄ 光学系（投影レンズ）
５１ 第二組の照明部
５２ａ，５２ｂ 光源モジュール
５３ａ，５３ｂ 光学系（リフレクタ）
６１ 第三組の照明部
６２ａ，６２ｂ，６２ｃ 光源モジュール
３３ 光学系
６３ａ，６３ｂ，６３ｃ リフレクタ
６４ 投影レンズ
６５ 遮光部材
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【図３】 【図４】



(13) JP 2009-16366 A 2009.1.22

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】
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